














第 1 第 結 核 菌 発 育 阻 止 効 果
大学院学生 中 井 準
昭和40年1月8日受付
(本論文の要旨は昭和37年11月第2回日本胸部疾患学会総会に於て発表した)
第 1章 緒 看
長期の化学療法にも拘らず排菌が持続 し,症
























て,SM は週 2回,各 1gの問飲使用であり,
時には INH も過 2回の問歓投与が行なわれて
来た｡内藤らは最近,SM,PAS,INHの3割と

























































を作用させた結核菌からその薬剤を 取 り除 い






























第1節 実 験 材 料
1. 菌株 :教室保存の人型結核菌 H37Rv株を1%
小川培地に4週間培養したものを用いた.























イソニコチン酸 ヒ ドラジッド (以下 INH) 及びス





アルフ丁エチルチオイソニコチン酸 ア ミド (以 下









と INH･CS併用 とを交互に行なうもの, SM･PAS
併用 と INH･PZA 併用 とを交互に行なうもの,SM･
PAS併用と INH･TH 併用とを交互に行うもo), U)
4種類 とし,各併用の交代期間はいずれ も1週間 とし
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止効果あ り,(+)～ (≠)は発育阻止効果な しと
した場合の発育阻止最低濃度である｡同様に菌
集落数50以下及び (+) は発育阻止効果あ り,
(≠),(≠)は発育阻止効果な しと した場合,ま




















































hibitory concentration,以下 MIC)は, SM
0.125γ/ml,PAS1.25γ/ml, INH 0.0625γ/ml,
SI0.39γ/mlであり, 8過後の MIC も4遇の
それと同じである｡これと同 じ薬剤の組合せで
ある SM･PAS･INH･SIの4者同時併用の MIC
は4遇, 8週 ともに, SM 0.0313γ/ml, FAS
0.313γ/ml,INH 0.0156γ/ml,SI0.098γ/mlで,
交互併用の MICの 1/4となっている｡ 交互併
用のMICを 1とした場合の同時併用の MICの

























表 4 交互併用と同時併用との発育阻止最低濃度 (γ/ml)
その2 SM,FAS,INH,CSの4割による交互併用と同時併用との比較
4 過 】 8 週
薬 MIC MIC比






























表 6 交互併用と同時併用との発育阻止最低濃度 (γ/ml)
その4 SM,FAS,INH,TH の4割による交互併用と同時併用との比較
薬剤作用期間






























γ/mlで ,4過の成績の 2倍になっている｡ 同
併用の 8週の成績は4週のそれ と同 じである｡






PZA 0.059γ/mlで MIC比 は 1/2である｡ 8
週の成績は,交互併用では SM 0.125γ/ml,PAS









た｡ 8週の成績は, 交互併用では SM 0.125
ry/ml, PAS1.25γ/ml, INH 0.0625γ/ml, TH
0.0625γ/mlであり, 4者同時併用のそれは,
それぞれ 0.0313ry/mi ,0.313γ/ml,0.0156γ/ml,
0.0156γ/mlで MIC比 は 1/4であった｡


















4 過 室 8 週
0.125 0.125
1.25 1.25

































































































































で SM と PAS とを投与 している1週間に,
4者同時併用は SM,PAS,INH,SIの4割を投
与 しているのであるから,SM 及び PASの量
が両併用方式で同じなら,この 1週間の薬剤の
効果に関しては,後者が有利であって当然であ


































なる｡表 3-6にあげた MIC比 でいえば,同
-161-




























作用の成績は MIC比 が 1/2で,両方式の間に





の成績はいづれも MIC比 が 1/2で交互併用と
同時併用との問に差がないが,8週間作用では






















































て,同種薬剤の同時併用より劣る成 績 で あっ
た｡
2) 4種の交互併用の結核菌発育阻止効果は
いずれ も殆んど同程度の強さであった｡
また4種の同時併用の間にも,発育阻止効果
の差が認められなかった｡
(潤筆に臨み終始御指導を賜わった津久間博士に深
甚の謝意を表します)
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